
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属押し出しプレスの 保持体及び走行横材の戻り運動のための駆動装置であっ
て、
　 シリンダ横材と対応横材との間で作
用 プレス力を作用させる単数又は複数のピストンシリンダユニット

　 保持体 保持体の補助シリンダユニット

　 の補助シリンダユニットのリング面側のシリンダ室 圧力負荷
ピストン面側のシリンダ室 タ

ンクに接続されており、 の補助シリンダユニット 保持体を走行
横材と機械的に接触するまで走行させ、次いで走行横材を 保持体によって終端位
置にしゅう動させるように 形式のものにおいて、
　 り運動中に

ことを特徴とする、金属押し出しプレスの駆動装
置。
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コンテナ

抗張アンカと共に金属押し出しプレス枠を形成する
し、かつ が設けられて

おり、
コンテナ に対応配置されたコンテナ と、プレスラ

ムを支持している走行横材に対応配置された走行横材の補助シリンダユニットとが設けら
れており、

コンテナ が、 されるように
構成されており、該コンテナの補助シリンダユニットの が、

コンテナ が、先ずコンテナ
コンテナ

構成されている
戻 走行横材の補助シリンダユニット（１２）のピストン面側のシリンダ室（

１２ａ）が、同時に走行横材の補助シリンダユニット（１２）のリング面側のシリンダ室
（１２ｂ）並びにコンテナの補助シリンダユニット（９）のリング面側のシリンダ室（９
ａ）に接続されるように構成されている



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、金属押し出しプレスの 保持体及び走行横材の戻り運動のための駆動
装置であって、 シリンダ横材と対応横
材との間で作用 プレス力を作用させる単数又は複数のピストンシリンダユニット

保持体 保持体の補助シリンダユニ
ット

の補助シリンダユニットのリング面側のシリンダ室
圧力負荷 ピスト

ン面側のシリンダ室 タンクに接続されており、 の補助シリンダユニット
保持体を走行横材と機械的に接触するまで走行させ、次いで走行横材を

保持体によって終端位置にしゅう動させるように 形式のものに関する
。
【０００２】
【従来の技術】
　油圧式の押し出しプレスにおいては、プレスの負荷が除去され、ビレット残部が分離さ
れ、新しいビレットが装着されかつプレスされるまでの非生産時間を可及的に短縮するた
めに努力が払われている。このことを可能にするためには、 及び走行横材の走行
速度を高めなければならない。このために内蔵されている高圧ポンプのポンプ搬送量は普
通は充分でない。そのため、この高速の運動のために付加的な高圧ポンプ、補助ポンプあ
るいは付加的な蓄圧器からの特別な搬送量が使用される。この場合の欠点は、一面では高
価な設備費が必要であること、かつ他面では付加的な電気出力－ひいては付加的な非生産
時損失出力－を消費しなければならないことである。
【０００３】
　ビレットをプレスした後に、押し出しプレスを出発状態に引き離して、新しいビレット
を装着するのに充分なスペースを生ぜしめなければならない。その場合 に
おいて 若しくは 保持体及び走行横材を平行に後退させなければならない
。このことは最初に述べた形式のシリンダ装置を有する金属押し出しプレスにおいては普
通は次のようにして行われる。すなわち 保持体及び走行横材を別個に制御するか
、あるいはまず 保持体を制御しかつ次いで走行横材を一緒に後退させる。したが
って運動する部分は同時にあるいは時間的に順次にビレット装着位置に走行せしめられる
。公知の押し出しプレスのシリンダ装置では、搬送量を減少させかつ高速を実現させるた
めに、差動回路（圧力油受け取り回路あるいは再生回路とも呼ばれる）を使用するのが普
通であるが、この差動回路は単に前進のための高速のためにだけ使用され、高速の後退の
ためには使用することができない。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　したがって本発明の根底をなす課題は、最初に述べた形式の金属押し出しプレスの駆動
装置において、 保持体ひいてはこれにより連行される走行横材を制御しての後退
運動のために、高速ひいては非生産時間の著しい短縮が可能であるようにし、しかもその
場合別のポンプあるいは蓄圧器のような付加装置を設ける必要がないようにすることであ
る。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　この課題は請求項１の特徴によって解決される。したがって の後退運動中に

の補助シリンダユニットのリング面側のシリンダ室は圧力供給部を介して制御され
かつ の補助シリンダユニットのピストン面側のシリンダ室は弁ブロックを介して
タンクに接続される。 及び走行横材が機械的に接触した後に、短い加速 の後
に弁ブロックを介して走行横材の補助シリンダユニットのリング面側のシリンダ室が走行
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横材のピストン面側のシリンダ室と接続され（液力的な短絡）かつ同時に弁ブロックを介
して、機械的に強制される走行横材の後退運動によって過剰の油が 補助シリンダ
ユニットのリング面側のシリンダ室に戻される。この場合補助シリンダユニットのシリン
ダ面は次のように、すなわち 及び走行横材の後退運動のために必要な力が得られ
るように、構成されている。
【０００６】
　このようにして達成されるいわゆる全体的差動回路の根底をなす認識は、金属押し出し
プレスの運転形式において後退の際に走行横材が 保持体によって押しずらされる
場合に、すべての公知の駆動装置若しくは油圧回路において後退運動のために必要でない
走行横材の補助シリンダユニットのピストン面側が自由接続されていることによってその
タンクに向かって開いているピストン面側のシリンダ室から利用されずに送出される圧力
媒体量を、本発明によれば高速の後退のために走行横材の補助シリンダユニット及び

の補助シリンダユニットに供給することができるということである。本来のプレス過
程のためのポンプ搬送量により迅速な走行速度ひいては非生産時間の短縮を達成すること
ができる。その理由は、走行横材の補助シリンダユニットのピストン面側のシリンダ室か
ら流出する油は－単に走行横材のシリンダユニットのリング面側のシリンダ室の油所要量
だけ減少せしめられて－依然として本来の後退運動を行う の補助シリンダユニッ
トへの圧力供給に戻されるからである。
【０００７】
【発明の実施の形態】
　以下においては図面に示した実施例により本発明の実施の形態を説明する。
【０００８】
　図１の実施例に示した金属押し出しプレスはシリンダ横材１と、対向横材２と、これら
の横材を結合する抗張アンカ３とから成る枠を有しており、この枠内でプレス軸線に沿っ
て運動可能に、 ４を支持している 保持体５及びプレス ６を支持して
いる走行横材７が案内されている。直接プレス法で使用される図示の金属押し出しプレス
においては対向横材２内に雌型保持体８を有する雌型が配置されている。間接プレス法の
場合には雌型の代わりに雌型 が設けられる。 保持体５は補助シリンダユニッ
ト９によって動かされ、 ４は雌型を通してのビレットの押し出し中に雌型保持体
８に圧着され、 ４を有する 保持体５はプレス残部を取り除くため及び新
しくプレスすべきビレットを装着するために後退せしめられ若しくは後方に向かって走行
せしめられる。ビレットのプレスは、直接プレス法の場合にはプレス ６によって行わ
れ、このプレス はこのために走行横材７と共に、ピストン１０によってそのピストン
棒１１を介して雌型に向かって動かされる。補助作業を行うためのプレス ６の高速で
の後退若しくは走行は走行横材の補助シリンダユニット１２を相応して負荷することによ
って行われる。
【０００９】
　 保持体５及び走行横材７の高速の後退運動のために、まず 保持体５が
、図２に示すように、走行横材７と機械的に接触するまで走行せしめられ、このために

の補助シリンダユニット９のリング面側のシリンダ室９ａが圧力油接続部Ｐから弁
１３ａを介して接続導管１４若しくは１５により圧力油を供給され、これに対し
の補助シリンダユニット９のピストン面側のシリンダ室９ｂはタンク導管１６を介して、
開かれている弁ブロック１３ｃを通してタンクＴに接続されており、したがって押し出さ
れる油はタンクに流出することができる。走行横材の補助シリンダユニット１２から圧力
油を受け取って、 保持体５及びそれにより押し戻される走行横材７を高速で後退
運動させるために、走行横材の補助シリンダユニット１２のピストン面側のシリンダ室１
２ａは共通の接続導管１７、弁ブロック１３ｂと、これから分岐している分岐導管１８若
しくは１９を介して、一面では走行横材の補助シリンダユニット１２のリング面側のシリ
ンダ室１２ｂに接続されており、かつ他面では圧力油供給部Ｐの弁１３ａを介して

の補助シリンダユニット９のリング面側のシリンダ室９ａに接続されている。したがっ
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て走行横材の補助シリンダユニット１２のピストン面側のシリンダ室１２ａから流出する
油は圧力供給部に戻される。
【図面の簡単な説明】
【図１】　 保持体及び走行横材に作用する補助シリンダユニットを有する枠構造
の金属押し出しプレスの原理図を極めて概略的に示す。
【図２】　図１に示したように補助シリンダユニットを有している金属押し出しプレスの
細部として、プレスを高速で後退運動若しくは引き離し走行させるための差動回路の概略
的な回路図を示す。
【符号の説明】
１　シリンダ横材、　２　対向横材、　３　抗張アンカ、　４　 、　５　

保持体、　６　プレス 、　７　走行横材、　８　雌型保持体、　９　 の補
助シリンダユニット、　９ａ　リング面側のシリンダ室、　９ｂ　ピストン面側のシリン
ダ室、　１０　ピストン、　１１　ピストン棒、　１２　走行横材の補助シリンダユニッ
ト、　１２ａ　ピストン面側のシリンダ室、　１２ｂ　リング面側のシリンダ室、　１３
ａ　弁、　１３ｂ　弁ブロック、　１３ｃ　弁ブロック、　１４　接続導管、　１５　接
続導管、　１６　タンク導管、　１７　接続導管、　１８　分岐導管、　１９　分岐導管
、　Ｐ　圧力油接続部、　Ｔ　タンク
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